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地域の文化資源を担う機関としての

自然史博物館 
－菌類資料を中心に－ 

佐久間大輔（大阪市立自然史博物館）
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まずは⾃⼰紹介 佐久間⼤輔（⼤阪市⽴⾃然史博物館）
Twitter @sakumad2003

⼤阪、⻑居公園の⾃然史博物館で、

きのこの研究・⾥⼭の研究・⾥⼭の歴史の研究な
どなどをやっています。

⼤学⽣の頃から⾃然保護関係で動いていたことも
若⼲今につながっているのかもしれません。

博物館そのものの研究もやっているという、何⾜
ものわらじをはいています。

その他にも 阪神淡路のときは避難所運営、東北で
は被災標本レスキュー。そこから市⺠科学、市⺠協
働、ICOM対応、⽂化財保全、コミュニティへと話題
は広がっていっています。
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2018年きのこ！キノコ！木の子！展
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この展覧会の主役は本郷次雄滋賀大名誉教授
や川村精一千葉大名誉教授の菌類図譜
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過去の研究の証拠であ
ると同時に、現代の再
検証に耐える資料

過去の種概念を現代的分⼦分類
で再検証
現代的な組織記載の⼿法で再検
討、など
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論文でわからないことがわかる

ヨゴレキアミアシイグチ
Boletus sinapicolor Corner 
f. japonicus Hongo

ススケアワタケ
Boletus subfuscus Hongo
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学術のために作られた資料であると同時に
市⺠の「学び」につながる資料

実際、本郷氏は教育
学部教授として、教
員養成だけでなく、
市民科学者としての
教員の支援、アマ
チュアの教育にも大
きく力を注ぎ、日本
の菌学の幅広い裾野
を築いた。
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標本と研究成果をつなぐ
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自然史標本は科学のために？？
それだけじゃもったいない

大学での研究成果と市民をつなぐ
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博物館の社会的役
割の法的位置づけ

現場の想い

資料を保全・活用するための基盤づくり

地域の参画・
サポート

ネットワークによる
連携・サポート

博物館の学術情報を
発信するクラウド

文化財防災
センター

など保存科学
拠点

学芸員の
強化・現役
も新人も

資料の
セーフティ
ネット

IIIFなどメディアリポジトリ
W eko, RDF

相互キュレーション
運営支援

保存科学研究推進
相互支援体制構築

持続的人員体制
能力開発・共同研究収蔵庫強化

破綻時対応

研究機器・資料の共用
外来研究者制度

地域コミュニティとの
連携・サポート

質の保証に伴う
基礎的な支援

創造産業・観光
連携も外部との
連携の範囲
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自然史コレクションの維持は
大学と博物館の共同の課題

•国際自然史標本保全学会
（SPNHC）は大小様々な
大学コレクション担当者と、
博物館の連合体で構成される。
•アメリカではこうした現場の
積み重ねとNSAの政策提言が
コレクションのデジタル化・
データの共有化を協力に推進。
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博物館
（アカデミア） 市⺠

博物館
（アカデミア） 市⺠

普及啓発

サイエンスコミュケーション
交流

交流

育成

A

B

C

博物館と、その周りの
博物館コミュニティは
市民科学者の育成を促
進し、
科学をみんなのものに
する
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博物館と大学の接続を改善する
•⼤学と博物館は違う社会の中の役割を持つ
•⼤学を含む学校の学びと博物館での学びは異なる
•資料への価値の置き⽅も異なる部分がある

それでも
•社会の中で⽂化資源を守る機関として共通項
•地域課題に取り組む学術機関としての共通項

など共通項もたくさんある。
なによりも博物館を学術エコシステムの中で必要な機関としてい
ちづけ、しっかりと連携を図っていくべきではないか

（もちろん多様な博物館があることに留意）

2023/9/23 ⽇本学術会議シンポジウム 佐久間⼤輔

13

博物館の社会的役
割の法的位置づけ

現場の想い

基盤をどうやって構築していくのか
博物館の活性化にも重要

地域の参画・
サポート

ネットワークによる
連携・サポート

博物館の学術情報を
発信するクラウド

文化財防災
センター

など保存科学
拠点

学芸員の
強化・現役
も新人も

資料の
セーフティ
ネット

IIIFなどメディアリポジトリ
W eko, RDF

相互キュレーション
運営支援

保存科学研究推進
相互支援体制構築

持続的人員体制
能力開発・共同研究収蔵庫強化

破綻時対応

研究機器・資料の共用
外来研究者制度

地域コミュニティとの
連携・サポート

質の保証に伴う
基礎的な支援

創造産業・観光
連携も外部との
連携の範囲
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基盤は現場だけでも、国任せでもできない

• 類似専門分野同士の学術的つながり

•異分野の人々との連携（学芸員には限らないかも）

•地域の人々との市民協働

学芸員がつくる基盤

•地域の文化的価値付を高めそれを活かす政策

•社会教育の連携した政策

•市民参画の推進

•地域の文化財防災

行政と連携して作る基盤

•博物館にとってのデジタル発信の基盤（入力やバックアップの仕組み）

•博物館としてのスタンダード形成

•文化芸術振興計画・科学技術振興計画の中での博物館の位置づけ

•社会教育連携の推進

国・広域・業界

地⽅分権の中で
より充実した
独⾃取り組みを

私達⾃⾝もどう
未来を求めるか

中⻑期的な視
点で安定した
政策を
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グローバルスタンダードの
自然史博物館、コレクション

のネットワークの中に入って
みる

２０２４年９月
国際自然史標本保存学会・生

物多様性情報標準化委員会
合同大会を
沖縄県宜野湾市にて開催
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まとめ
•博物館は⼤学の成果を市⺠の学びにつなげることができる
•コレクションの保全は⼤学と博物館を横断する共通の課題であ
る。
•博物館は単独で機能するのではない。⼤学や図書館など様々な
施設と関係し合い、学術エコシステムの中で、⼀定の役割を果
たしている。
•⼤学、博物館を横断する基盤をどう作るのか、これを作らない
と失われていく学術資源、⽂化資源は数多い。
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博物館を変えていくことも必要
•学芸員のエンパワメント
•現場でミッションを定めて博物館の役割、学芸員の役割を明確
にする。

•博物館業界内でのしっかりとしたスタンダードを持つこと
•ステークホルダー（市⺠、所管部局、政治家）との対話
•分野内の対話・分野横断的な対話
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